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書　　評
植　田　重雄著
r神秘の芸術一トメンシュナイダーの世界一』
掛下栄一郎
　著老の植田重雄さんは，すでに三十余年の長きにわたって1日約の研究に打ちこんでこ
られた，わが国有数の碩学である。Lかし，1日約の研究で学位をとられた植田さん自身
は，碩学などという言葉をあまり喜ぱれないかも知れない。植田さんの「研究」は，い
わゆる学問としての研究に二終るものではないと思われる。宗教というものが，魂の最深
部におけるぬきさしのならないいとなみであることを，旧約との長い交わりを通して植
田さんは，誰よりも深く心に銘じておられるであろうからである。
　植田さんはまた，歌人としても，識者の間では著名な方である。私も歌集を頂いたこ
とがあるが，文字通りr心の歌人」というにふさわLい人である。ときには，伝統的な
歌道の枠から大胆にはみ出ることもいとわないその歌は，まさに「魂の歌」という形容
がぴったりで，何よりも，宗教感情に裏づけられた心の内面のひだが大切にされており，
読む老に深い共感をあたえないではおかない。植田さんの書かれるものは・論文であれ・
歌であれ，評論であれ，また随筆であれ，いずれもこうした宗教感情（かぎられた特定
の宗教ではなく）の上に立つ「心」が，いつも最も大切に扱われているところにその特
色カミある。
　新聞広告で，植田さんがリーメソシュナイダーの本を出されることを知ったときは，
正直いっていささか驚いた。しかし次の一瞬，かつてチューリッヒの美術館で見た彼の
作になるマドソナの顔，日一テソブルグの聖ヤコブ教会の祭壇が脳裡をよぎったとたん
に，リーメソシュナイダーと植田さんとがぴったり重なり合ったことを思いおこす。む
Lろ今では，この本は，植田さんによって書かれるぺくして書かれたものであるとさえ
思っている。美術史の専門家でない私には，西洋美術に関してのr体系的な」知識は皆
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無にひとしいが、ドイツでさえ三百年以上もの間ほとんど忘れ去られており，最近にな
ってようやく注目を集めるように液ったこの稀有の芸術家に関しては，当然のことなが
ら，わが国ではその名前すら聞くことは稀であった。
　こうした状況の中でのこの書の刊行は，美術史にかかわる人だけにとどまらず，中世
ドイツの文化，宗教，思想に多少とも関心を持つ人々にも，かけがえのたい貴重な贈物
となろう。しかもこの書は，単なるrリーメソシュナイダー研究」ではない。著老の広
い学識と深い宗教感徹こよって，この書ば，美術史的な領分をはるかにこえた世界にま
で引上げられており，一人の傑出した芸術家を核とする，すぐれた中世ドイツ文化史，
あるいは宗教思想史ともなっているのである。
　中世ドイツの後期ゴシヅク芸術は，周知のように独自の「木彫」の世界を生み出した
が，これはリーメソシュナイダーや，ニュールソベルクのファイト・シュトス，あるい
はチロルのミカエル・バッヒャーたどの作品が示すように，敬産な信仰と深い宗教感清
の表出をその特色としている。植田さんば，この世界を「神秘思想」の名のもとにとら
えようとするが，注意しなげれぱならないのは，ここにいう神秘思想が，単なる不可思議
さを意味するだけのものではなく，はかり知ることのでき液い神の恩寵につなカミる・信
仰の神秘の別名であるということである。たとえぱ現代においても，ガブリニル・マル
セルが，まったく同じようた立場から，神秘をみずからの思想の立脚点としていること
が思い出されるが，r神秘思想というのは，もともと一つの主義ではなく，宗教に内在
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している態度と心情なのである」という植田さん自身の言葉が，以上のことを端的に裏
づげてくれよう。
　こういうわけでリーメソシュナイダーの研究は，宗教にかかわりを持つ他のいかなる
芸術家にもまして，深い宗教的共感のもとになされなげれぱならたいのである。この書
の持つ意味と価値は，まさにこの点にっきると思われる。1日約との深いかかわりを通し
て教えられた「神秘の心」を，歌を通Lてみずからの内面に模索した植田さんは，その
あかしをリーメソシュナイダーの芸術に見出したのであろう百私たちは今まで，「心」
を欠いた美術書をあ童りにも多く読まされてきたが，この書は。そういうたぐいの美術
書とは本質帥こ異なるものである。
　この書の内容の詳細こついては，もはやあ重り多くを語る必要もあるまい。周到な著
者の構想を虚心にたどってゆけぱ，読老はいつしか，深い信仰に裏づけられたリーメソ
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シュナイダーの神秘の芸術の世界，ならびに，それをとりまく当時のドイツ杜会の状況
の中に，きわめて自然に誘いこまれるであろう。門外漢の私には，これ以上の細部に立
ち入る資格はないかも知れないが，後期ゴシックの木彫にいささかの関心を抱いている
美術愛好著の一人として，一，二の蛇足の付加を許して戴きたい。
　かって，ニュールソベルクの聖ロレンツ教会を訪れたことがある。いうまでもなく，
シュトスの傑作r天使の祝詞」を見るためであった。植田さんも指摘しておられるよう
に，これは，フォルカハの教会にあるリーメソシュナイダーのマリア像と並んで，当時
多くの信仰を集めていた「ローゼンクランツのマリア」の双壁といわれるものである。
運よく，この傑作の写真撮影でもするのカ㍉天蓋が下され照明が当てられている場面に
行き当り，真近にこの名作に接することができた。フォルヵハのものは，もちろん実物
に接したことはないが，いかにもリーメソシュナイダーらしい，敬度と謙譲と清らかさ
に溢れた作品であることが，植田さんの筆によってうかがい知ることができる。シュト
スは当時，リーメソシュナイダーのよきライヴァルであったといわれるが．美しく彩色
されたそのマリア像では，運命のきびしさと断乎たる決意の表現が，敬産と謙譲に優先
しているかのようであっも植田さんは，リーメソシュナイダーの清らかな神秘の世界
を浮びあがらせるために，ミェソヘソにあるrマグダレーナ像」を，現実主義的手法に
徹して彫られた，凄憧とさえ思われるドナテルロの「マグダレーナ像」に対比させてい
るが，シュトスとの対比にも同じことがいえるような気がする。
　いっかザルツブルグ近郊の聖ヴォルフガソグ教会で，パッヒャーの作になる祭壇の，
清純英雅なマリア像に深く感銘したことがあるが，今にして思えぱ，リーメソシュナイ
ダーの澄み切った神秘の世界の前では，それはあまりにも人間的でありすぎた。そして
その理由の一つに彩色の問題のあることを，植田さんの指摘によって改めて知ることが
できたのである。祭壇の聖なる像を彫ることと，それに彩色をほどこすこととの問には，
決定的な矛盾の介在することを見抜いていたリーメソシュナイダーは，かたくなに彩色
を拒否Lた。彼は彫刻の純粋性を守るために無彩色を唱えた最初の人であるという植田
さんの指摘が，私の眼を大きく開いてくれたのである。
　最後に，植田さんのいう「宗教に内在する態度と心情」としての神秘思想は，或る特
定の宗教の産物でないごとはいうまでもない、アシジの聖フラソチュスコやフラ・アン
ジ呈リコの世界，ルターの宗教改革に共感するリ6メソシュナイダーの神秘の世界，マ
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イスター・エヅクハルトやヤコブ・べ一メの中世ドイツの神秘主義，さらには，現在な
お世俗から隔絶した瞑想と祈りの中で，黙々と描き続けるイコソ制作者の世界など，植
日ヨさんは，あらゆる場に神秘思想の源を見ようとしている。それが人間のr心」の最も
深いいとなみの場であるならぱ，旧約，新約，ローマ・カトリヅク教会，ギリシア正教
会，あるいは聖俗のいずれを問わず，そこに率直に神秘の世界を見ようとする著考の態
度が，この書に高い普遍的な価値をあたえているものと思われる。
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